
入場無料!どなたでも気軽においでください。
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　伴 英幸（ばん・ひでゆき）氏プロフィール


 原子力資料情報室共同代表


 １９５１年 三重県生まれ １９７５年 早稲田大学卒業。１９８９年 脱原発法制定運動の事務局スタッフ １９９０年 原子力資料情報室スタッフとなる １９９５年 同 事務局長 １９９８年 同 共同代表　現在・新原子力政策大綱策定委員





◇日時　１２月１１日（日）１０時～１２時


◇場所　青森市文化会館４階中会議室


◇内容　


◎講演「さようなら原発・さようなら核燃」


－フクシマの悲劇を二度と繰りかえさないために－


◎講師


伴　英幸氏（原子力資料情報室共同代表）


◇入場無料





　　　　 　　　　　　





　　








講師・伴英幸氏


政府は子どもたちの命と健康を守れ！





福島第一原発事故は、８ヶ月たった今も収束の状況は見えてこない状況です。そして福島第一原発から放出された放射性物質は、福島県を初め、日本全国に拡散し、大きな被害をもたらしています。特に現地福島県は半径３０キロ圏内だけでなく、広範囲に高濃度の放射性物質が飛散し、コメを初めとした農水産物から多くの放射性物質が検出されています。そして最も放射線に弱い子どもたちが放射線にさらされている現状です。


しかし、野田内閣になり、ベトナムへの原発輸出を初めとして、「脱原発依存」の菅内閣の方向と違い、再び原発に依存した社会を作ろうとした動きが出てきています。


こうしたなか、９月１９日に東京明治公園で開催された大江健三郎氏を初めとした９人の呼びかけによる「さようなら原発５万人」集会には、６万人が参加し、「さようなら原発１千万人署名」を成功することを誓い合いました。私たちはこの呼びかけに呼応し、県内で反核運動に取り組んでいる団体が１０月に「さようなら原発青森県実行委員会」を結成しました。そして原発・核燃を止めさせるための「さようなら原発１千万人署名」行動を展開し、１２月１１日に「さようなら原発青森県集会」を伴英幸氏を講師に開催することたしました。多くの皆さまのご来場をお待ち申し上げています。





入場無料ですので、多くの皆さんの参加をお待ち申しあげています。








問い合わせ先/さようなら原発青森県実行委員会　青森青柳1丁目3－14 　☎090-8929-9531（ひづち）








